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学校活動⽀援サービスの概要

「複業先⽣®」サービス概要
複業で先⽣をしたい⼈と学校をつなぐ教育特化型 外部⼈材
のマッチングサービス”複業先⽣®”。
これまで教員だけでは⼿が回りづらかったキャリア教育、探
究学習‧総合的な学習、プログラミング‧グローバル‧IT‧
起業教育‧⾦融教育‧性教育 などの各領域において、外部⼈
材の知⾒やネットワークを⼿軽に活⽤することができ、児童
‧⽣徒 が社会とつながりながら学びを深める「社会に開か
れた教育課程」を推進します。

▶ポイント
◎社会⼈講師（2,500名以上登録）の
豊富なデータベースから講師を選択

● 複数名の講師を選んで授業を実施
● 学校の先⽣⽅にWeb上に掲載されている登録講師⼀覧から講師

を選んで授業を依頼
● システム上の進⾏管理リストに沿って準備が可能

◎コーディネーターよる授業伴⾛

要望に合わせた各種サポートを⽤意
● 授業依頼前の授業相談等
● 三者打ち合わせの⽇程調整
● 授業づくりの伴⾛サポート
● 授業当⽇の進⾏及び進⾏補助 等
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学校活動⽀援サービスの概要

「学びレポート」サービス概要
「複業先⽣®」の授業に付随するサービスです。
児童‧⽣徒の意識や意欲を把握するためのアンケートを実施、
その結果をレポートとして教員へ提供します。

‧複業先⽣の授業が児童‧⽣徒の学びにどのように影響したか
把握

‧学校や保護者への情報共有に活⽤できる
‧児童‧⽣徒への声掛けに役⽴つ

レポート内容
‧授業実施前の授業テーマに対する意識
‧授業実施後の⾃⾝の知識の変化
‧その後の情報収集に対する意欲
‧⾃⾝の考えを他者に共有する意識等

▶レポート提供までの流れ
①児童‧⽣徒向けにアンケートを実施する
所定のアンケートフォームから授業前後に回答
回答のための端末の⽤意が必要です。
● アンケート所要時間

○ 授業前：約3分
○ 授業後：約5分

②学びレポートの受け取り
実施後約1週間でPDF形式のレポートが提供
● レポートの種類

○ 全体レポート：授業参加者の傾向を把握
○ クラスレポート：クラス別に把握
○ 個⼈レポート：個⼈単位で把握

複業先⽣
ご担当先⽣

全体レポート クラスレポート
個⼈レポート

担任の先⽣
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「複業先⽣®」「学びレポート」のサービスの導⼊実績の紹介

学校等設置者数：19
⼭形県教育委員会、群⾺県教育委員会、
新潟県教育委員会、富⼭県教育委員会、
三重県教育委員会、浜中町教育委員会、
遊佐町教育委員会、つくば市教育委員会、
⼾⽥市教育委員会、杉並区教育委員会、
清瀬市教育委員会、武蔵村⼭市教育委員会、
新潟市教育委員会、下⽥市教育委員会、
桑名市教育委員会、明和町教育委員会、
神⼾市教育委員会、玖珠町教育委員会、
宇和島市教育委員会

学校数： 71校
● ⼩学校：49校
● 中学校：16校
● ⾼等学校：6校
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「複業先⽣®」サービスの事例紹介

    授業後の関⼼

⼦どもたちは、情報のまとめ⽅や表現⽅法に
興味を⽰しています。具体的には「新聞のま
とめ」や「⽂章の書き⽅」に対する関⼼が強
いようです。また、低学年向けの情報伝達⽅
法にも関⼼があり、「⾷品ロスの量をどの よ
うに表すか」や「低学年向けパンフレットで
の表現⽅法」について質問が寄せられていま
す。これらの質問 から、より読みやすく理解
しやすいコンテンツ作成への意識が⾼いこと
が伺えます。

    授業後の学び

⼦どもたちは講演で得た知識を他の⼈に伝え
たいと感じており、特に「リード⽂」、「⾒
出しの書き⽅」、そして「地球温暖化対策」
に関する情報を共有したがっています。ま
た、「アドバイス」が⾯⽩かったとの感想も
多く、わかりやすい伝え⽅や⽂章の⼯夫に関
⼼を持っている様⼦が伺えます。他にも具体
的なテクニックとし て、⽂章のひらがなと漢
字の割合や、⽂字や資料の⼤きさの調整など
を挙げています。

学びレポートAIサマリ

児童

児童
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「複業先⽣®」サービスの事例紹介

     授業後の関⼼

こどもたちの回答から、講演においてデザイ
ンや視覚的アプローチに興味を持ったことが
伺えます。具体的には、「ポスターの適切な
⼤きさ」や「看板を⽬⽴たせる⽅法」を知り
たがっています。⼀⽅で、「知りたいこ
とは知れた」といった満⾜の声もあり、全体
として講演内容に関⼼と満⾜感があることが
⾒受けられます。

     
     授業後の学び

こどもたちは講演で学んだことを他⼈に伝え
る際、相⼿の気持ちを考えることの重要性に
注⽬しています。特に「アイデアを出すときに
相⼿の気持ちを考えて出す」や「ポスターな
どを作るときは、相⼿の気持ちを考えて
つくる」という意⾒があり、共感や思いやり
がテーマとして共通しています。⼀⽅で、「考
えつきません」や「ないです」といった回答
も⾒られ、多様な受け取り⽅があることがう
かがえます。

学びレポートAIサマリ

児童

児童

⽣徒⽣徒
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「学びレポート」導⼊事例紹介

武蔵村⼭市⽴⼩学校
● 管理職への授業報告として職員会議でレポートを紹介

した
● 通常だと学校側で振り返りシートを作成し実施してい

たが、その代わりになり業務負荷削減になった
● 2回⽬以降は、1回⽬からの変化も⾒れるので、個別声

掛けに活かせた

遊佐町⽴中学校
● クラスごとの結果の違いを⾒て現状を仮説⽴て

し、適正に合わせた関わりに活かすことができた
● データを⽤いて他クラスの先⽣と今後の展望につ

いて話ができた
● ⽣徒の感想を管理職や他学年の先⽣に共有した

下⽥市⽴⼩学校
● 教員もキャッチアップできていなかった感想を把

握することができた
● 児童の興味関⼼や学びのポイントを把握し授業後

の声掛けに活⽤できた

新潟県⽴⾼等学校
● 校⻑先⽣が校⻑会議での報告としてレポートを活

⽤した
● 学年主任が学年全体の⽣徒による授業評価を理解

するのに活⽤した
● ⽣徒が授業前にどれくらい関⼼があったか、また

何を知りたいかを図るために活⽤した

学びレポート導⼊における実際の活⽤の声
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「複業先⽣」サービスで⽬指し
たこと

①教員の負担軽減
● コーディネーターによる伴⾛
● カリキュラムマネジメント⽀援

○ 授業準備/授業進⾏の⽀援
○ 外部講師（複業先⽣）

データベースの活⽤促進

②児童‧⽣徒の学び充実
（満⾜度‧授業の質UP）
● 学習成果のアウトプット機会を

増やす
● 主体的な端末活⽤の促進
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「複業先⽣®」サービス導⼊における成果

▶定性的な成果（先⽣の声サマリ）

● 教員の業務負担軽減
○ 外部⼈材の確保が容易にな

り、業務負担が軽減された
○ コーディネーターによる⽀

援も効果的だった
● 教員の弱点カバー

○ 外部講師やコーディネー
ターがファシリテーション
や広い知識を提供し、教員
の弱点をカバーできた

● 新たな価値観の提供
○ 児童‧⽣徒に新しい学びや

視点、価値観を提供できた
● 児童⽣徒の成⻑の振り返り

○ 継続的な実施により、児童
‧⽣徒の成⻑を振り返りが
できた

▶定量的な成果
‧教員の満⾜度
   ‧授業の満⾜度 4.71/5

‧講師の満⾜度 4.78/5

‧コーディネーター⽀援
   ‧活⽤相談会実施 10回

‧教員向け勉強会 2回
‧授業サポート定常実施

‧⽇程調整
‧打ち合わせ進⾏
‧複業先⽣選定
‧授業当⽇サポート
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「複業先⽣®」サービスの課題とその改善策

【教員】「複業先⽣®」サービスの課題と改善策

● カスタマイズ性の⾼さゆえのマッチング精度のバ
ラつき（品質の担保&負担軽減）

○ ⾃由度の⾼さ
カスタマイズ可能で柔軟性があることが評価される
⼀⽅、⼾惑う教員や、よりよい複業先⽣とのマッチ
ングの可能性を感じる場合もある。

● システムへ慣れるのに時間がかかる（負担軽減）
○ 導⼊までの時間

教員が慣れるまで時間がかかり案内が必要だった。
○ サポートの必要性

マニュアルや電話でのレクチャーを実施する時間が
かかった。

● 講師選定における児童‧⽣徒と教員のニーズのず
れ（品質の担保）

○ 児童‧⽣徒の実態とミスマッチング
児童‧⽣徒の興味関⼼の把握が⾜りず、登壇者の選
定にミスマッチが起こった。

課題 改善策

● 複業先⽣の養成の充実化
登壇に不安がある複業先⽣の養成を⾏いマッチングのバラつきを減らす。

● 複業先⽣のプロフィールに⾃⼰紹介動画の掲載
動画で⾃⼰紹介を掲載することで、⽂⾯だけでないマッチングが可能。

● 授業事例の共有
他校の成功事例を共有し、参考にしてもらう。
ワークショップの開催定期的なワークショップで効果的な授業計画の⽴て⽅
を伝える。

● ビデオチュートリアルの整備
システムの使い⽅を説明するビデオチュートリアルを提供。

● 複業先⽣の推薦
システム内で⾃動推薦機能を導⼊。

● フィードバックシステムの改善
児童‧⽣徒‧教員のフィードバックを基に評価‧改善を⾏う仕組みを強化。

● 適正診断
児童‧⽣徒のニーズに合った先⽣を選ぶ診断ツールや検索機能等の導⼊を検
討。

● 複数名での授業依頼やチャットを可能にする
複数名をまとめて依頼できるようにし、チャットも同時に進められる機能開
発を⾏う。
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「学びレポート」サービスで⽬指
したこと

出前授業を実施した後の効果検証に時間が
捻出できない教員に対して、分析結果を提
供し校務の改善につなげる。

①授業振り返りにおける負担軽減
● アンケート提供と効果分析レポートの

提供
○ 出前授業の前後にアンケートを

実施し、事業者が集計‧分析
○ 結果はPDFレポートとして返却

②児童‧⽣徒の学びの質向上
（満⾜度‧授業の質UP）

● 授業前後での⽣徒の学習意欲や学びの
確認、授業選定、授業‧カリキュラム
改善、児童‧⽣徒のメタ認知の醸成
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「学びレポート」サービス導⼊における成果

▶定性的な成果（先⽣の声サマリ）

● 教員の業務負担軽減
○ 学校の取り組みとして校⻑会

での報告に活⽤できた
○ 他クラスの先⽣⽅との情報共

有が容易になった
○ 授業前の関⼼の度合いを簡潔

に知ることができた

● 新たな価値観の提供
○ クラスごとや児童‧⽣徒ごと

に学びに関する結果が異なる
場合に、その結果に対して
様々な仮説検証ができた

○ 児童‧⽣徒個⼈の学びや興味
関⼼をもとに、⽣徒とのコ
ミュニケーションが活発に
なった

▶定量的な成果
● 事前アンケート

‧授業前に調べ学習を⾏った
児童‧⽣徒の割合

┗平均：29.6%

‧複業先⽣の授業を楽しみにして
いた児童‧⽣徒の割合

┗平均：65.7%

● 事後アンケート
‧複業先⽣の授業で知りたかった

ことを知ることができた児童‧⽣徒
の割合

┗平均：92.8％

‧複業先⽣の授業が今後の役に⽴
ちそうだと思った児童‧⽣徒の割合
┗平均：94.6％
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「学びレポート」サービスの課題とその改善策

【教員】学びレポートサービスの課題と改善策

● 教員がレポートの活⽤をイメージできていない
○ 活⽤⽅法を伝達しきれていない

どのような活⽤⽅法があるのかメリットを感じられ
ず、レポートを活⽤できない場合

● 教員がレポートに⽬を通せていない
○ ブラウザの閲覧ができるパソコンが限られている

教員の共有パソコンのみで閲覧が可能なため通知が
されても閲覧されない

○ ⽬を通す時間が取れない
実際に出来たレポートに⽬を通して確認する時間が
とれていない

● アンケートの質問項⽬が授業ごとに変えられない
○ 学びにしてほしい箇所が授業ごとに異なる

先⽣のほうで独⾃に取りたい質問項⽬を設けられる
ようにすることで、学校の⽅針や⼒を⼊れたい学び
に寄与しているかを図りたい

● 複数回の授業を通じた変化が可視化できない
年間を通して児童‧⽣徒の変化を⾒たい
授業における児童‧⽣徒の学びを年間を通して閲覧
したい

課題 改善策

● 授業準備段階で、学びレポートの効果を明確に簡潔に⽰す
○ レポートの活⽤⽅法を訴求、活⽤場⾯を具体的にヒアリングして改

善点を洗い出すことで、どのようなレポート形式が望ましいかを検
討する

● ユーザーからの声を踏まえて、レポートの提供⽅法や提⽰する項⽬に
ついて継続的に改善を続ける

○ 授業を⾏った学校に学びレポートについての振り返りを実施。改善
出来る箇所は何かをヒアリングしPDCAサイクルを回していく

○ 課題としてすでに挙げられているアンケートの質問項⽬のカスタマ
イズや、児童‧⽣徒の変化の軌跡の表⽰も、現場の声を聞きながら
適切な提供形式を追求する

● 教員が使⽤する端末の通信環境の確認を事前に⾏う
○ 教員の通信環境を事前に確認し、どのような返却⽅法が良いかを確

認した上で、学びレポートの実施と返却を⾏う
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「複業先⽣」サービスを利⽤した教職員等のコメント



令和5年度補正予算 探究的な学びに資する民間サービス等利活用促進事業 13

「複業先⽣」サービスを利⽤した教職員等のコメント
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「学びレポート」サービスを利⽤した教職員等のコメント

データ分析は⼦どもの理解に役⽴つ。
教師がもっと活⽤できるようになると良い
普段、エビデンスやデータに触れる機会が⾮常
に少ないが、こういったデータをもとに⽣徒の
様⼦やクラスごとの特性を仮説‧分析できるの
は⾮常に価値があるツールだと思った。先⽣た
ちが使いこなせるようになると更に良い！

忙しい教員向けに、コンパクトに
内容確認できるとありがたい
忙しくて丁寧に振り返っている時間があんまり
ない先⽣が多いので、よりクイックに⾒れる内
容だと⾮常にありがたい！

気付きや発⾒が得られるのがありがたい
⼦どもたちの感想が確認できるのは、すごくあ
りがたい。『こういうことを考えていたんだ』
という気付きや発⾒があった。

サマリがあることで
授業の内容が理解しやすい
様々なシーンで活⽤できそう
サマリがあるので、この授業に出ていない⼈た
ちにも分かりやすい内容になっている。他の学
年の先⽣や保護者など様々な場⾯で活⽤するイ
メージが湧いた。

継続的な学びや変化を
⽐較できるのが嬉しい
アンケートの内容をもとに個別の声掛けや関わ
りに繋げられるので、担任としてはすごくあり
がたい情報。単発で終わらせずに、前回の授業
結果と⽐べられる点も、継続的な学びや変化が
⾒れて⼤変嬉しい機能。
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会社概要

会社名
代表取締役

従業員数
住所

会社URL
登録‧詳細

株式会社LX DESIGN
⾦⾕ 智
30名（業務委託者含む）
東京都千代⽥区九段北1丁⽬1番6号 リブ九段502

https://www.lxdesign.me/
https://fukugyo-sensei.net/lp/school

〜複業で先⽣をしたい⼈と学校をつなぐ〜

事 業 内 容

テクノロジーとコミュニティの⼒で教育
を共創する会社です。現在は⼦どもたち
が学校だけでなく地域やいままで関わっ
たことのない⼤⼈たちと接し、⾃⾝の⽣
き⽅を⾃ら切り拓いていけるようになる
ことを⽬的に、教員だけでは難しい授業
を外部の専⾨家を講師に招いて授業を提
供する『複業先⽣®』を運営しています。
教育業界の⾰新から、すべての⼈が⾃分
らしい⼈⽣をデザインできる世界を⽬指
しています。

info@lxdesign.me 問い合わせ窓⼝ 

https://www.lxdesign.me/
https://fukugyo-sensei.net/lp/school

